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満 願 寺（川西市満願寺町）
　清和源氏ゆかりの社寺で、千手観
音像・九重塔など国・県指定の文化財
が多く伝えられています。また、金太
郎のモデルである坂田金時の墓やサ
ツキ、ツツジが美しい書院の庭園、里
山、秋の紅葉などみどころ十分です。
　また、満願寺では、当センターの
会員が、寺境内の管理業務に従事し、
活躍しています。



《
将
棋
同
好
会
》

《
筆
耕
同
好
会
》

《
太
極
拳
同
好
会
》

第
２
、第
４
月
曜
日
の
午
後

　
今
回
は
、
当
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す

る
同
好
会
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　
各
同
好
会
と
も
、
一
緒
に
活
動
す

る
会
員
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
興
味
が
お
あ
り
の
方
は
、
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
活
動
場
所
は
全
て
当
セ
ン

タ
ー
2
階
と
な
り
ま
す
。

第
２
、第
４
水
曜
日
の
午
後

　
宛
名
書
き
や
賞
状
筆
耕
な
ど
を
練

習
し
て
い
ま
す
。

　
皆
で
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
み
な

が
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。ま
た
、セ
ン

タ
ー
で
筆
耕
業
務
に
就
い
て
お
ら
れ

同
好
会
紹
介

同
好
会
紹
介

第
２
、第
４
月
曜
の
午
前

　
太
極
拳
は
、
腰
を
中
心
に
腹
式
呼

吸
を
し
な
が
ら
の
有
酸
素
運
動
で

す
。健
康
や
体
力
増
進
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　
他
と
競
う
の
で
は
な
く
、
ゆ
っ
く

り
覚
え
て
続
け
る
こ
と
で
、
心
身
に

良
い
影
響
を
与
え
て
く
れ
ま
す
の

で
、「
楽
し
み
な
が
ら
体
と
心
を
健
康

に
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、皆
で
楽
し
ん
で

《
洋
裁
同
好
会
》

第
２
、第
４
月
曜
の
午
前

　
毎
回
、
皆
で
意
欲
的
に
洋
裁
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
8
月
26
日
の
展
示
販
売
会
で
は
、

多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
会

員
一
同
楽
し
く
過
ご
す
だ
け
で
な

く
、
自
分
た
ち
の
作
っ
た
モ
ノ
を
喜

ん
で
い
た
だ
く
姿
に
嬉
し
さ
も
ひ
と

し
お
で
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
一
緒
に
モ
ノ
作
り
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

会
員
募
集
中

　
将
棋
は
頭
の
運
動
で
、
認
知
症
予

防
に
も
効
果
が
期
待
で
き
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
少
人
数
で
す
が
、
た
く
さ

ん
の
方
と
対
局
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎

で
す
。

　
将
棋
好
き
な
方
は
ど
な
た
で
も
入

会
く
だ
さ
い
。

る
の
は
、
当
会
で
勉
強
し
た
一
定
の

技
量
等
に
達
し
た
方
と
な
り
ま
す
。

　
興
味
が
あ
る
方
は
、
見
学
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。

　
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
入
会
を

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！
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朝
日
新
聞

　
阪
神
工
場
見
学
会

　

川
西
ブ
ロ
ッ
ク
の
初
秋
親

睦
会
が
９
月
４
日
に
開
催
さ

れ
、
朝
日
新
聞
阪
神
工
場
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

記
念
写
真
を
撮
影
し
て
い

た
だ
い
た
だ
け
で
な
く
、「
朝

日
新
聞
見
学
記
念
版
」
と
い
う

新
聞
を
模
し
た
紙
面
も
作
成

し
て
い
た
だ
け
た
そ
う
で
す
。

　

10
月
30
日（
水
）、
神
戸
市
内
の
松

方
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
の
理
念
を
、
広
く
県
民

に
浸
透
さ
せ
る
と
と
も
に
、
会
員
の

参
画
意
識
を
高
め
、
事
業
の
発
展
拡

充
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、毎
年
、兵

庫
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
協
会

の
主
催
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
セ
ン

タ
ー
事
業
に
多
大
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
会
員
等
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、会
員
15
名
が
、

会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
当
セ
ン
タ
ー
は
、
9
月
１
日

時
点
に
お
け
る
無
事
故
記
録
233
日

（
１
月
11
日
か
ら
）
の
実
績
に
よ
り

「
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
の
最
優
秀
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
兵
庫
県
シ
ル
バ
ー
人

浜
崎　

英
雄　
（
桜
が
丘
班
）

竹
内　

昭
嘉　
（
多
田
東
班
）

辻　

栄
一
郎　
（
加
茂
西
班
）

大
野　

宏
彦　
（
陽
明
班
）

久
保　

桂
子　
（
牧
の
台
班
）

鶴
田　

稔　
　
（
加
茂
班
）

出
石　

公
一　
（
多
田
班
）

大
久
保　

勝
義（
清
和
台
南
班
）

羽
尾　

勝
治　
（
加
茂
西
班
）

羽
尾　

勝
子　
（
加
茂
西
班
）

津
田　

慎
司　
（
東
谷
班
）

山
地　

昭
夫　
（
明
峰
班
）

祐
尾　

五
郎　
（
東
谷
班
）

樋
口　

隆
司　
（
東
谷
班
）

宮
腰　

剛　
　
（
東
谷
班
）

（
敬
称
略
）

兵
庫
県
事
業
推
進
大
会
が
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
15
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

兵
庫
県
事
業
推
進
大
会
が
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
15
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

材
セ
ン
タ
ー
協
会
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
も
無
事
故
記
録
が
継
続
す

る
よ
う
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
員
15
年
表
彰

　
　
受
賞
者
の
皆
様

地域班活動の紹介

表彰会員と理事長

代表して表彰を受ける
大野会員（写真右）
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安
全
就
業

　

令
和
元
年
度
上
半
期
（
４
月
〜
９

月
）の
事
故
発
生
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
「
事
故
ゼ
ロ
」
に
向
け
て
会
員
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
上
半
期
の
状
況

　

上
半
期
の
事
故
発
生
状
況
は
、
物

損
賠
償
事
故
が
２
件
の
み
で
あ
り
、

傷
害
事
故
に
つ
い
て
は
就
業
中
、
就

業
途
上
共
に
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
度
上
半
期
と
比
較

し
て
３
件
の
減
少
と
な
り
、
特
に
傷

害
事
故
は
10
月
31
日
現
在
、
293
日
の

無
事
故
記
録
が
継
続
し
て
い
ま
す
。

こ
の
記
録
は
、
平
成
28
年
度
の
397
日

に
次
い
で
長
い
記
録
と
な
っ
て
お
り
、

会
員
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す

県
下
で
の
事
故
状
況

　

兵
庫
県
下
に
お
け
る
傷
害
事
故
発

生
件
数
は
、
請
負
事
業
に
お
い
て
は

就
業
中
89
件
、就
業
途
上
19
件
、合
計

108
件
で
す
。ま
た
、派
遣
事
業
に
お
い

て
は
就
業
中
９
件
、就
業
途
上
２
件
、

　

毎
年
７
月
に
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
が
推
進
す
る

「
安
全
就
業
推
進
強
化
月
間
」に
合
わ

せ
て
、７
月
１
日
、安
全
委
員
会
に
よ

る「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」を
市
内
３
カ

所
で
実
施
し
、
安
全
就
業
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。パ
ト
ロ
ー
ル
後
、安
全
委

員
に
よ
り
各
就
業
現
場
に
お
け
る
安

全
確
認
事
項
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

合
計
11
件
で
す
。請
負
事
業
と
派
遣

事
業
の
合
計
で
は
、就
業
中
98
件
、就

業
途
上
21
件
、
合
計
119
件
と
な
り
ま

す
。こ
の
う
ち
、９
月
末
時
点
で
は
重

篤
事
故
（
６
ヶ
月
以
上
の
入
院
ま
た

は
死
亡
）は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

昨
年
度
の
兵
庫
県
は
、
全
国
で
も

ワ
ー
ス
ト
２
位
と
な
る
４
件
の
死
亡

事
故
が
発
生
し
、
兵
庫
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
協
会
が
「
緊
急
重
篤

事
故
根
絶
宣
言
」
を
出
す
事
態
と
な

り
ま
し
た
。今
年
度
は
、県
下
各
セ
ン

タ
ー
で
安
全
活
動
を
活
発
に
行
い
、

事
故
の
減
少
に
努
め
て
い
ま
す
。

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
〜

「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
日
没
の
時

間
が
早
く
、昨
年
も
多
発
し
た「
つ
ま

ず
き
、転
倒
」に
よ
る
ケ
ガ
が
起
き
や

す
く
な
り
ま
す
の
で
、
就
業
中
だ
け

で
な
く
、
就
業
途
上
で
も
足
元
の
確

認
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、自
転

車
を
運
転
中
に
、
車
道
と
歩
道
の
段

差
が
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
坂
道

で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
り
、
交
差
点

で
車
と
衝
突
し
た
り
す
る
な
ど
、
過

去
に
様
々
な
場
所
で
自
転
車
に
よ
る

転
倒
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。高

齢
化
に
伴
う
体
力
や
運
動
能
力
の
低

下
は
確
実
に
起
き
て
い
ま
す
の
で
、

危
険
な
時
は
無
理
を
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
安
全
は
全
て

に
優
先
す
る
」を
合
言
葉
に
、会
員
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
な
が
ら
、

今
後
も
無
事
故
継
続
記
録
が
続
く
よ

う
安
全
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
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セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
７
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
よ
う
に
、
洋
裁
同
好
会
に

よ
る
「
展
示
即
売
会
」
を
８
月
26
日

（
月
）に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
方
に
来
場

い
た
だ
き
、
同
好
会
の
皆
さ
ん
が
作

成
さ
れ
た
洋
裁
小
物
や
衣
類
な
ど
の

　

９
月
25
日（
水
）、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
て
、
一
般
社
団
法
人　

全
国
古
民
家
再
生
協
会
と
共
催
で
、

「
木
造
住
宅
簡
易
鑑
定
士
養
成
講
座
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
P
R
の
一
環
と
し
て
行
っ

た
も
の
で
、
市
広
報
誌
へ
の
募
集
記

事
の
掲
載
や
公
共
施
設
に
募
集
チ
ラ

シ
を
置
く
な
ど
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
講

座
は
、古
民
家（
築
50
年
以
上
を
経
過

し
た
木
造
住
宅
）
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

　

10
月
18
日（
金
）、
市
消
防
本
部
主

催
の「
普
通
救
命
講
習
会
」で
、
会
員

○
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
習
で
は
、
A
E
D
の
使
用
方
法

や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
に
つ
い
て
、
消

防
本
部
の
救
命
救
急
士
に
指
導
を
受

け
な
が
ら
実
技
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、も
し
も
の
時
に
備
え
て
、

熱
心
に
講
習
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

【
洋
裁
同
好
会
展
示
即
売
会
】

【
救
命
救
急
講
習
会
】

【
木
造
住
宅
簡
易
鑑
定
士
養
成
講
座
】

こ
ん
な
こ
と
し
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
し
ま
し
た

作
品
を
興
味
深
く
手
に
取
ら
れ
購
入

さ
れ
て
い
ま
し
た
。な
か
に
は
セ
ン

タ
ー
の
活
動
や
同
好
会
に
興
味
を
示

し
、
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

洋
裁
同
好
会
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ン
や
古
材
の
再
利
用
等
を
行
う
に
あ

た
っ
て
の
価
値
鑑
定
に
関
す
る
講
座

で
、午
前
中
は
講
義
を
受
け
、午
後
か

ら
は
、
実
際
に
築
百
年
以
上
の
古
民

家
を
訪
れ
実
技
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
活
動
を
通
じ
、
セ

ン
タ
ー
の
P
R
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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”

“

”

“
❽

生
き
活
き  

健 

幸

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、川
西
市
健
康
増
進
部
健
幸
政
策
課

（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）と
の
連
携
記
事
で
す
。
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◎　

セ
ン
タ
ー
の
主
な
運
営
財
源
は
、
受
託
・
派

遣
事
業
等
の
事
業
収
入
、
国
と
川
西
市
か
ら
の

補
助
金
収
入
、会
員
が
負
担
す
る
会
費
収
入
で
、

と
り
わ
け
事
業
収
入
が
財
源
上
大
き
な
比
重

を
し
め
て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　

◎　
「
受
託
事
業
」
の
実
績
は
や
や
減
少
し
て
い

ま
す
が
、「
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
」の
事
業
実
績

が
増
え
て
お
り
、双
方
を
合
わ
せ
た
事
業
収
入

中期計画
　チャレンジ
　　  ＆ トライ

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、近
年
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
ま
く

社
会
環
境
の
変
化
等
に
的
確
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、平
成
29
年
度
か

ら
33
年
度
の
５
年
間
の
事
業
展
開

の
指
針
と
な
る「
中
期
計
画
〜
生

き
活
き
セ
ン
タ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
〜
」を

策
定
し
て
い
ま
す
。同
計
画
に
は
、セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
の
６
項
目
の
達
成
す
べ
き
目
標
と
実
現
方

策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、シ
リ
ー
ズ
⑧

と
し
て
、「
財
政
基
盤
の
確
立
お
よ
び
関
係
機

関
と
の
連
携
の
促
進
」を
掲
載
し
ま
す
。

■ 

現
状
と
課
題

■ 

具
体
的
な
取
り
組
み

●　

自
主
財
源
の
確
保
の
た
め
に
、
賛
助
会
員
の

募
集
や
寄
付
等
の
返
済
不
要
な
資
金
の
獲
得

に
向
け
た
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●　

景
気
の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
、
自
主
財
源

の
確
保
の
た
め
、
経
常
的
経
費
の
抑
制
や
事
務

の
効
率
化
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
節
減
に
努
め

る
と
と
も
に
、就
業
開
拓
等
を
効
果
的
に
推
進

　

し
、受
注
件
数
の
増
加
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

⑧ 

財
政
基
盤
の
確
立
お
よ
び

　
　
　
　

関
係
機
関
と
の
連
携
の
促
進

◆
財
政
基
盤
の
確
立
◆

　

額
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

◎　

国
補
助
金
は
、
国
の「
事
業
仕
分
け
」に
よ
っ

て
、平
成
23
年
度
か
ら
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
国
庫
補
助
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度
か

ら
、
労
働
保
険
特
別
会
計
に
よ
る
補
助
が
開
始

さ
れ
、
平
成
30
年
度
に
は
、
一
般
会
計
と
合
わ

せ
る
と
、
全
国
ベ
ー
ス
で
、
ほ
ぼ
平
成
21
年
度

の
水
準
を
確
保
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

◎　

平
成
24
年
度
４
月
か
ら
の
公
益
法
人
化
に

伴
い
、
公
益
法
人
認
定
法
の
規
定
に
よ
り
、
会

計
上
、「
収
支
が
均
衡
す
る
こ
と（
収
支
相
償
）」

が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
収
益（
黒
字
）を
出

す
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎　

阪
神
各
市
町
に
比
べ
て
「
運
転
資
金
」
が
極

め
て
脆
弱
な
こ
と
か
ら
、
資
金
シ
ヨ
ー
ト
を
避

け
る
た
め
、
市
か
ら
の
一
時
借
入
金
に
よ
り
、

会
員
へ
の
配
分
金
の
支
払
い
等
に
あ
て
て
い

る
状
況
に
あ
り
、
い
わ
ゆ
る「
自
転
車
操
業
」が

常
態
化
し
て
い
ま
す
。

●　

事
業
運
転
資
金
が
十
分
に
確
保
で
き
る
よ

う
、
迅
速
な
債
権
の
回
収
に
努
め
、
財
政
お
よ

び
事
業
基
盤
の
安
定
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

●　

安
定
財
源
を
図
る
観
点
か
ら
、
事
務
費
率
改

正
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
会
員
の
会
費
や

傷
害
・
物
損
保
険
料
の
負
担
、
配
分
金
支
払
い

期
日
な
ど
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
会
員
の
意
向

及
び
会
員
確
保
へ
の
影
響
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
し
な
が
ら
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●　

国
か
ら
の
補
助
金
は
、
健
全
な
事
業
運
営
を

行
う
上
で
重
要
な
財
源
で
あ
る
た
め
、
公
益
社

団
法
人
兵
庫
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
協

会
と
連
携
し
な
が
ら
、
国
に
復
活
増
額
を
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

●　

川
西
市
か
ら
の
補
助
金
は
、
市
の
厳
し
い
財

政
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、引
き
続
き
、継
続
的
・

安
定
的
な
支
援
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

令和元年１１月号（７）第１４７号



事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

☆配分金等振込予定日のご案内☆
（11月就業～3月就業分）

就業月
11月分
12月分
1月分
2月分
3月分

請負振込日 派遣振込日

＊
会
員
加
入
の
呼
び
か
け
を
＊

　

ま
だ
ま
だ
元
気
、
少
し
時
間
が

あ
る
、
仲
間
づ
く
り
が
し
た
い
な

ど
、
そ
ん
な
思
い
の
ご
近
所
さ
ん

や
お
友
達
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

セ
ン
タ
ー
へ
の
加
入
を
呼
び
か

け
て
く
だ
さ
い
！

＊
仕
事
の
受
注
＊

　

会
員
宅
周
辺
で
セ
ン
タ
ー
で
お

受
け
出
来
る
仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
あ
れ
ば
、
セ
ン
タ
ー
に
ご
一

報
を
。

＊
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
へ
の
原
稿

や
写
真
を
募
集
中
＊

　

ご
自
分
が
実
践
さ
れ
て
い
る
健

康
法
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
下
さ

い
。
ま
た
、
ご
家
族
や
友
人
と
の

思
い
出
の
写
真
を
簡
単
な
コ
メ
ン

ト
を
つ
け
て
事
務
局
に
持
参
か
郵

送
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
の
お
願
い

講
習
会
の
ご
案
内

就
業
相
談
会
を
開
催

▼
交
通
安
全
講
習
会

日
　
時

場
　
所

内
　
容

講
　
師

定
　
員

２
月
12
日（
水
）

14
時
〜
16
時

当
セ
ン
タ
ー
２
階　

研
修
室

高
齢
者
と
交
通
安
全・最
近

の
交
通
事
故
情
報
と
実
技

川
西
市
警
察
署
員

先
着
20
名

▼
植
木
剪
定
講
習
会

日
　
時

場
　
所

内
　
容

講
　
師

定
　
員

３
月
18
日（
水
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

湯
山
台
運
動
公
園

松
の
剪
定
実
習

田
浦　

豊
昭
氏

先
着
20
名

▼
シ
ル
バ
ー
健
幸
測
定
会

日
　
時

場
　
所

内
　
容

講
　
師

定
　
員

２
月
４
日（
火
）

10
時
〜
12
時

川
西
市
保
健
セ
ン
タ
ー

２
階　

健
康
教
育
室

測
定
器
等
を
使
用
後
、体
組

成・血
管
年
齢
、重
心
バ
ラ
ン

ス
な
ど
の
講
習

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師

先
着
30
名

講
習
会
の
申
し
込
み
は

12
月
３
日（
火
）か
ら
セ
ン
タ
ー
事

務
局
へ　
　

☎（
758
）６
２
３
４

参
加
希
望
者
は

２
月
14
日（
金
）ま
で
に
セ
ン
タ
ー

事
務
局
へ　
　

☎（
758
）６
２
３
４

日
　
時

場
　
所

２
月
21
日（
金
）

午
後
２
時
か
ら

当
セ
ン
タ
ー
２
階　

会
議
室

　

就
業
に
つ
い
て
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。就
業
に
つ
い
て
の
希
望
な

ど
を
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

12月16日
1月16日
2月17日
3月16日
4月15日

12月25日
1月24日
2月25日
3月25日
4月24日

ご
協
力
の
お
願
い

ご
協
力
の
お
願
い
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